
平成２９年度 

第３７回 河内長野市地域公共交通会議次第 

 

日時 平成２９年１０月６日（金） 

午後３時から 

           

          場所 河内長野市役所８０２会議室 

                 

 

 

１．開会 

 

２．議題 

（１）平成２８年度河内長野市地域公共交通会議決算報告について 

  

（２）仮称：河内長野市地域公共交通計画（案）について 

  

（３）モックルコミュニティバスについて 

 

（４）企画乗車券ＰＲチラシ・ポスターについて 

   

（５）その他 

 

   

３．閉会 

 



１　歳入

（単位：円）

予算額 決算額 比較 説　明

１　負担金

１　負担金

１　補助金

１　補助金

１　繰越金

１　繰越金

４　諸収入

１　諸収入

１　雑入

6,709,000 2,629,103 -4,079,897

２　歳出

（単位：円）

予算額 決算額 比較 説　明

50,000 20,944 -29,056

１　会議費

１　会議費

２　事務費

1　事務費

１　事業費

１　事業費

３　予備費

１　予備費

１　予備費

6,709,000 2,629,103 -4,079,897

収入総額 2,629,103 円
支出総額 2,629,103 円
差引残額 0 円

　　 監　事

監　事

企画乗車券ＰＲチラシ作成業務                         420,336
交通不便地域での勉強会での講師招へい                         0※

バスの乗り方教室　　　　　　　　　　　　　　   30,000
「くすまる」の体験乗車　　　　　　　　　　　　　    　0※

『河内長野ナビ』差替えページ作成業務　　　    124,000
バスマップ増刷業務　　　　　　　　　　　　    185,000
千代田線上限200円運賃　　　　　　　　　　   200,313
モックル上限200円運賃及び同伴者割引　　   1,648,510
地域に合った公共交通の試行運行                                  0※

※実施には至らず。

預金利子

　　　　款　　　項　　　　目

平成28年度　河内長野市地域公共交通会議会計決算書

２　補助金

合　計

　　　　款　　　項　　　　目

１　運営費

市補助金                                                    2,629,103

0 0 0

合　計

１　負担金

３　繰越金

林　邦昭

6,708,000 2,629,103 -4,078,897

0

甲斐　由紀

　平成28年度河内長野市地域公共交通会議歳入歳出決算について歳入歳出差引簿及び関係証拠書類を審査したところ、全て正確かつ適正に処
理されていると認められますので、ここに報告します。

２　事業費

　平成29年9月4日
　河内長野市地域公共交通会議

交通工学研究会会費                                          20,000
指定口座への振込み手数料                                      944

50,000 20,944 -29,056

6,658,000

0

0

0

-1,000

0 0 0

2,608,159 -4,049,841

1,000 0 -1,000

1,000

印 

印 
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【資料１】決算書 補足資料 

企画乗車券PRチラシ 

『河内長野ナビ』差替えページ作成業務 バスマップ増刷業務 



バスの乗り方教室（H28.11.20実施） 



 

 

 
 
 
 
本計画は、今後 10 年の基本方針となる「改訂 河内長野市公共交通のあり方」と、今後５年の具体的な取組み施策を定めた 

「第２期 河内長野市地域公共交通網形成計画」の２つで構成しています。                     

 
 
 
 ●対 象 区 域：市内全域 

●取組み対象：主に乗合路線バス → 乗合路線バス、市内外を結ぶ鉄道、タクシー、地域主体交通等の多様な連携 
  
 理由 

  人口減少や少子高齢化が進む中で、まちの活力や賑わいを維持していくためには、市内の乗合路線バスに限定せず、市内外を 

   結ぶ鉄道や幹線系統の路線バス、また地域主体の乗合タクシー等の多様な移動手段が連携していくことが望ましいため。 

 
     

        市民だけでなく外からの来訪者にとっても利用しやすい公共交通ネットワークを形成することを目指します。 

        通勤通学で市外へ移動する市民が多い本市の特性にも配慮。 

         

 

     

 

  

       

 

計画期 第１期 第２期 第３期     第４期    第 5 期 

策定 
計画 

公共交通のあり方（基本方針） 基本方針（改訂公共交通のあり方） 
第１期地域公共 

交通総合連携計画 

第２期地域公共 

交通総合連携計画 

第 1 期地域公共 

交通網形成計画 

実施計画（第２期地域 
公共交通網形成計画） 次期計画（改めて策定） 

計画 
期間 

平成２１～２３年

度 

平成２４～２６年

度 

平成２７～ 

２９年度 

平成 30年度～平成 39年度 

平成 30年度～ 

平成 34年度 
平成 35 年度～ 

平成 39 年度 

  

   

  河内長野市地域公共交通計画○案 【概要版】 

 

基本方針（案）  平成 30 年度～平成 39 年度（改訂 河内長野市公共交通のあり方） 

実施計画（案）  平成 30 年度～平成 34 年度（第２期 河内長野市地域公共交通網形成計画 ） 

◆計画の期間 

◆計画区域と取組み対象 

◆上位・関連計画における将来都市構造と公共交通の位置付け 

【上位計画】 
①第５次河内長野市総合計画（平成２８年度～平成３７年度） 
②河内長野市都市計画マスタープラン（平成２８年度～平成３７年度） 

【本計画：地域公共交通計画】  
 
■基本方針 10 年（改訂 公共交通のあり方） 
 
■実施計画 5 年（第２期地域公共交通網形成計画） 
 

【関連計画：③立地適正化計画○案 】 策定中 

 
集約連携都市のあり方、都市機能誘導区域、 

居住誘導区域の設定等ネットワーク型コンパクト 

シティを実現するための計画 

連携 

●交通政策基本法の制定 

●改正地域公共交通活性化再生法の施行 

①第５次総合計画 ： 将来都市構造･･･集約連携都市（ネットワーク型コンパクトシティ） 

   公共交通の充実により 10 年後の目指す姿： 

    地域の実態に応じた交通ネットワークが整備され、市民の生活利便性が確保されています。 

 

②都市計画マスタープラン ： 将来都市構造･･･集約連携都市（ネットワーク型コンパクトシティ） 

   都市施設の整備方針 

    ・拠点の連携  ・地域と拠点の連携  ・市民協働による交通システムを構築  ・環境にやさしい交通への転換 

 

 ③立地適正化計画案  目的･･･集約連携都市（ネットワーク型コンパクトシティ）の実現 

     方向性（案）：都市機能を集約し、利便性の高い魅力ある拠点の形成 

              ：拠点を中心に、歩いて暮らせる居住地の形成 

     ：地域の実情に応じた持続可能な公共交通ネットワークの確立 

     ：自然や歴史を実感できる心豊かな暮らしの維持   

 

 

 

 

  ＜集約連携都市のイメージ＞ 

 

第 5次総合計画 

都市計画マスタープラン 

立地適正化計画案（平成 30 年度を目標に策定中） 

都市計画マスタープランで掲げる将来都市構造の「集約連携都市（ネットワーク型コンパクトシティ)」の実現のため、

具体的な居住や都市機能の誘導方策等を示すもの。 

取組みの視点：魅力ある拠点の確立と、便利快適に暮らし続けられる基幹公共交通軸の維持 

 

  ・鉄道駅周辺に都市機能を集積し、利便性の高い魅力ある拠点を形成 

  ・需要の多いバス路線を基幹公共交通に位置付け、沿線に居住誘導を図ることで既存路線の活性化を図る 

  ・それ以外の地域についても、暮らしが維持できるよう、地域の需要に応じた形態の公共交通サービスを維持 

将来も安心して生活でき、住み続けられるまちを支える公共交通 本計画で目指すべき公共交通の将来の姿 

検
討
中 

【公共交通の充実で 10 年後は・・・】 

地域の実態に応じた交通ネットワークが整備

され、市民の生活利便性が確保されている 

１ 
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策定の背景 
  
      人口減少、マイカー普及、少子高齢化        公共交通の衰退         市の厳しい財政状況 
 
 
 
 
                               
 
 
 
 
河内長野市公共交通のあり方の概要 
 

◆基 本 方 針 ： だれもが円滑に移動できる道路や施設の質的な充実と公共交通ネットワークの確立 

◆基本的な考え方 ： 既存バス路線等の活用と連携の取れた公共交通ネットワークの確立 

         ： 協働による取組みの推進 

         ： 「本当に必要なもの」を効率的、効果的に実施 

◆取組みの進め方 ： 協働による取組み（「要望事業」から「協働事業」への転換）  

  

   目指すべき関係 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆施策の展開スケジュール 
    第１段階 ： Ｈ21 年度～Ｈ23 年度（第１期 地域公共交通総合連携計画）  
 
    ・公共交通に対する市民意識の向上と PR 等の利用促進施策。（各段階を通じて実施） 
    ・市民主体の取組みの仕組みづくりと試行的な取組み（交通空白地域等で住民の主体的な取組みが行われる地域において実施） 

 

 

 

     第２段階 ： Ｈ24 年度～Ｈ26 年度（第２期 地域公共交通総合連携計画） 
 
    ・試行的な取組み成果を踏まえた他の地域への展開。 
 
 
 
    第３段階 ： Ｈ27 年度～Ｈ29 年度（第 1 期 地域公共交通網形成計画）  
 
    ・市民意識の高まりにより、協働による持続可能な公共交通ネットワークの確立。 

 
 これまでの実績 
 
  ◆第 1 段階：Ｈ21 年度～Ｈ23 年度（第１期 地域公共交通総合連携計画）  
    ・利用促進策として、距離制運賃だったモックルコミュニティバス（モックルバス）で上限 200 円運賃の試行を開始。 
    ・地域主体で新たな公共交通の運行を検討していた楠ヶ丘地域で乗合タクシーの試行実施。 
    ・３ヶ月間の試行運行を経て、楠ヶ丘地域乗合タクシー“くすまる”の本格運行を実現（現在も高い収支率を維持）。 
    ・荘園町においてバス事業者や地域の努力により、フリー乗降を実現。 

 
◆第２段階 ： Ｈ24 年度～Ｈ26 年度（第２期 地域公共交通総合連携計画） 
  ・利用促進として、モックルバスにて日曜日限定の同伴者割引の試行。 
  ・荘園町のフリー乗降に関心を持った南青葉台でも地域の意見を集約し、バス事業者の協力のもと、フリー乗降を実現。 
  ・モックルバスで上限運賃の試行を実施したために、運賃不均衡となった路線バスでも上限 200 円運賃の試行を開始。 
  ・“くすまる”を３者協働による取組みの先行事例とし、他地域へも展開ため勉強会開催の意向調査を実施。 

・公共交通不便地域の 3 自治会から勉強会開催の希望があり、勉強会を開催。 
 

◆第３段階 ： Ｈ27 年度～Ｈ29 年度（地域公共交通網形成計画） 
  ・勉強会の開催を希望した 3 自治会のうち、2 自治会と勉強会を継続。 
  ・うち 1 自治会では、先行事例である楠ヶ丘地域乗合タクシーの体験乗車や、地域間の意見交換会も実施。 
  ・電車、バス、国の協力のもと、保護者と子どもを対象に交通かんきょう教室を開催し、公共交通の役割や大切さをＰＲ。 
  ・交通事業者の協力を得て、市民まつり等でバスやタクシーの車両を展示し、関心をもってもらうイベントを実施。 
  ・バス１日乗り放題カードのＰＲチラシでは市内の事業所や店舗の協力を得て、利用特典を用意 等々。 

 
  取組みの評価 
 
   ・取組みごとに、事業者と市、地域と事業者、地域・事業者・市等の協働の取組みが展開できた。 
   ・楠ヶ丘地域では市民意識の高まりにより新たな公共交通が実現。現在も協働による積極的な利用促進を展開中。 
   ・一方で、勉強会開催の呼びかけに対しては、開催を希望しない自治会が少なくなく、展開スケジュール第 3 段階で目指 
    した市民意識の高まりによる持続可能な公共交通ネットワークの確立ができたとまでは言えない。 
   ・様々な取組みを通して協働の取組みが実現した一方で、公共交通サービスへの関心や意識は減少傾向。 
   ・市民と行政の連携や協働が進んでいると感じる人の割合も大きい変化はみられない。 
                                                 （以下の資料は市民意識調査結果より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
                              

◆これまでの評価 ①河内長野市公共交通のあり方（平成 20年度～）  

公共交通は「あれば便利」「あってあたえりまえ」ではなく、「本当に必要な人」が利用しやすい移動手段

として、それぞれの地域の状況に応じた公共交通サービスとして、あり方を検討していく必要がある。 

協　　働
協議の場

　 市　民
・主体的取り組み

・意見集約
（本当のニーズ把握）
・マイバス意識

　  事業者
・持続可能なサービス提供
・安全安心なサービスの提供
・ノウハウの提供

　行　政
・調整の場の提供、調整

・取組方針の整理
・住民のサポート
・公共交通ニーズの把握

持続可能サービスの実現 

 

 

 公共交通は活力あるまちづくりと豊かな生活を支える社会資本であり、また、車を持たない人や子ども、高齢者等にとって

は大事な移動手段であり、人口減少やマイカー普及、ライフスタイルの変化等により急速な公共交通利用者の減少が進

む中でも維持していく必要があります。こうした中、この１０年間は公共交通の維持を交通事業者任せにするのではなく、

協働による様々な取組みを推進することで、社会全体で支えていくという素地の定着に努めてきたと言えます。 

 また、くすまるのように、地域の課題に地域自らが主体となって取り組むことで、持続性の確保や地域コミュニティの活性化

等の大きな効果も見られていることから、引き続き「自分たちの公共交通は自分たちで守り育てる」という意識の定着を目

指し、粘り強く意識醸成を図るとともに、公共交通の役割や社会全体で支える意義を積極的に情報発信する等、本計

画においても、Ｈ20 年度策定の公共交通のあり方の基本的な考え方である「協働による取組みの推進」を継承します。 

～10年を振り返って～ 

２ 



 

                
 
 取組み実績の評価 〇実施できた 

△一部実施できた／検討はしたものの、実施にまで至らなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 持続発展できる公共交通を確保するため、既存路線の維持を基本としつつ、様々な取組み（左表）を実施 
  
 目標 ①将来のまちづくりを支えるための公共交通サービスの提供 

     高齢者、運転免許・自動車を保有しない人等、誰もが安心して生活できる移動環境を構築し、外出の機会を増やす取組みを実施。 

 

 

 

 

 

   結果：コミバス利用者や企画乗車券販売数の増加、市民意識調査での不満足度減少 
 
 
      ②公共交通サービス水準の向上 

     高齢化の進展による身体的な負担を考え、交通空白・不便地域のエリア設定を見直し、その解消に努めた。 
 
 
 
  
 
 

結果：行政主導ではなく、地域が主体的に取り組む必要があるという意識の芽生え 
くすまるは、本格運行開始後５年を経過した現在も高い収支率を記録 

   
評価   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
 
 
 
●不満足度が減少：積極的な公共交通の情報発信や利用環境の整備により、公共交通の役割やもたらす効果、維持の重

要性に一定の理解が進んだものと推測 
●利用者数が減少：人口減少が背景にあるものの、積極的な利用促進策の効果が見られない。関心の低下？  

 
  市民意識調査でバスを利用しない理由を質問→「車・バイク等の方が便利」「歩いて目的地へ行ける」「便数が少なく不便」 
 
 今後の方針（改善策） 
  車・バイク等の方が便利 → 公共交通の役割や維持することの意義等の情報発信を強化し、公共交通への理解を促す 

便数が少なく不便 → バス事業者とともに効率的な運行の検討 
              ＩＣカードシステムやバスロケーションシステムの導入支援のような利用環境の改善等に努める 
    

 
 引き続き、持続可能な公共交通の確保のための継続的な取組みは必要。こうしたことに取組みの積み重ねが、車から公共 
 交通への利用転換へと繋がると考える（過度な自動車依存を防ぎ、まちの活力を維持） 

目標 評価指標 計画実施前 目標値 事後 

①将来のまちづくりを支えるための 
  公共交通サービスの提供 
 
②公共交通サービス水準の向上 

公共交通サービスへの
不満足度 

43.7％ 40％ 36.7％ 

バス年間利用者数 100 100 85.2 

 

総合時刻表の戸別配布、バスマップ作成、商業・観光施設と連携したイベント情報の発信、企画乗車券の PR チラシ、市広報バス特集 
バス乗り方教室開催、ＩＣカード・バスロケ導入支援、コミバス上限 200 円運賃試行継続、日曜日限定同伴者割引等 

 

公共交通不便地域対策として市広報での勉強会の呼びかけ 

楠ケ丘地域乗合タクシーくすまるの運行にかかる協働による継続的な利用促進 

モデル的な取組みの地域への啓発（桐ヶ丘地域住民のよる「くすまるの乗車体験」や「楠ヶ丘地域との意見交換会」の開催） 

◆これまでの評価 ②河内長野市地域公共交通網形成計画（平成 27年度～平成 29年度） 
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資料：市民意識調査結果                                   資料：南海バス提供データ 

対象 番号 具体的な取り組み 評価 備考

1 (a)バスマップの作成・配布 ○
◇総合時刻表入りバスマップ（H28.３）50,000部作成し全戸配布

◇バスマップ（Ｈ29.3）最新版10,000部の作成

2 (b)モデル的な取り組みの他地域への啓発 ○

◇桐ｹ丘地域住民にようる「くすまるの体験乗車」と「地域間意見交換会」の実施（H27.12）

◇交通不便地域での勉強会

　　向野町：H28年3,5,10月

　　桐ヶ丘：H27年7,9,10,11月、H28年1,6,10,12,2,3月、Ｈ29年4,9,10月

3 (c)公共交通イベントの実施 ○
◇交通かんきょう教室（H27.8）

◇バスの乗り方教室（H28.11、Ｈ29.5、Ｈ29.11予定）

4
(d)観光資源と路線バスを活用した取り組みの

    実施 ○
◇モックルカードPRチラシ、ポスターの作成（H28.3、H29.3、Ｈ30予定)

◇市広報紙でバスでのお出かけルートを紹介予定（H29.3）

◇庁内検討会議にて意見交換の実施

5 (e)商業施設等との連携 ○
◇モックルカードPRチラシ、ポスターの作成（H28.3、H29.3、Ｈ30.3予定)

◇広報にて、モックルカードＰＲチラシへの利用特典協力者を募集

◇モックルカード利用者への特典を大幅に拡大（Ｈ28年５事業者→Ｈ29年24事業者）

6
(ｆ)周辺市との連携による効率的、効果的な

     バス路線構築の可能性検討 ○ ◇近隣市との情報交換

7 (ｇ)ニーズに即した改善策の検討 ○
◇コミュニティバス乗込み調査の実施（モックルコミュニティバス、日野滝畑コミュニティバス）

◇庁内検討会議にて意見交換の実施

◇モックルコミュニティバスの改善策検討

8 (a)ICカードの普及促進 ○
◇H27年度より全国交通系ICカードの導入支援

◇H28年10月～プリペイド式ＩＣカード（なっち）の導入支援

◇プリペイド式ＩＣカード導入のＰＲ（H28.10月号広報）

9 (b)乗継運賃値下げの検討 △ ◇観光担当と連携し、お得に市内移動が可能な企画乗車券の提案を検討

10
(c)千代田線における上限200円運賃の試行

     運転継続と、他路線への展開を検討 △
◇千代田線は引き続き実施

◇他路線への展開は検討

11 (d)バスロケーションシステム導入の検討 ○
◇H29年4月より導入

◇使い方ＰＲ（Ｈ29.６月号広報、バスマップ裏面、ホームページ、市FACEBOOK）

12
(e)携帯電話等に対応した時刻表、ルート図

     などの提供を検討 ○
◇H29年4月からバスロケ導入支援により、リアルタイムのバス位置情報の提供

◇普及促進のため、H29年８月末登場の専用アプリをH29年11月広報にて紹介予定

13 (f)深夜バスの運行を検討 ○
◇H27年12月～千代田駅前→緑ヶ丘北町への運行

◇H28年7月～三日市町駅東→美加の台エリアに「金曜日限定深夜バス」の運行

14 (g)路線バスの運行を検討 ○

◇H27年12月～清見台団地線の三日市町駅西側ロータリーでの全便発着

◇H27年12月～鉄道ダイヤ改正に合せたたダイヤ編成（市庁舎線の通勤時間帯のダイヤ変更など）

◇H28年7月～天野山線の再編（旭ヶ丘系統・槇尾中学校系統の統合系統の新設）

◇H29年4月～看護学校開校にむけた輸送調整

◇H29年8月～鉄道ダイヤ改正に合せたたダイヤ編成

15 (a)車内でのPR ○
◇運行状況の掲出

◇市関係部局開催のイベント情報の掲出

◇小学生が描いた絵画の展示（毎年3月）

16 (b)市役所、バス停周辺施設、店舗等でのPR ○ ◇広告事業者の協力による時刻表作成、新聞折り込み配布

17
(c)上限200円運賃の本格運行への移行を検

討 ○ ◇H22.4から施行運行を開始し、Ｈ29年度中に本格運行への移行を検討中

日野・滝畑コ

ミュニティバス
18

沿線観光施設、商業施設等との連携による割

引特典等を活用した利用促進 ○

◇モックルカードPRチラシ、ポスターの作成（H28.3、H29.3予定)

◇協力施設とタイアップし、日野滝畑沿線のイベントカレンダーをバス車内に掲出

◇沿線施設へモックルカードＰＲチラシへの特典協力を依頼

◇Ｈ29年３月号市広報にて、バスを利用したお出かけモデルコースを紹介

公共交通全般 19 ノンステップバス導入の推進 △ ◇事業者とも連携し、新車両導入予定がある際には導入支援（H24年度以降2台導入）

路線バス 20
フリー乗降導入指針の作成及びフリー乗降の展

開 △
◇既に導入済みの荘園町、南青葉台では引き続き実施

◇他地域での展開のためにも、導入による効果や実績を事業者とともに検討していく予定

モックルコミュ

ニティバス
21 同伴者割引拡大の検討 △

◇H25.10～実施

◇効果検証を継続的に実施（乗り込み調査によるアンケート実施など）

22

(a)地域主体の公共交通の運行継続条件の

    検討（運行維持のための継続した取り組

み）
△

◇楠ヶ丘地域乗合タクシー「くすまる」は５年連続で高い収支率を維持

◇くすまる５周年記念式典を地域が主導となって企画し、新たな利用者開拓にも力を入れている

◇運行継続条件の検討は、新たな公共交通導入に合せて地域の声も取り入れながら検討していく

23 (b)地域に合った公共交通の試行運行を検討 ○

桐ヶ丘地域

◇Ｈ26年度実施のアンケート結果を踏まえた上で、利用予測や収支率の試算、試行運行のルート案等

を地域が検討

◇話合いが進む中で、早急に事を運ばず試行実施までに十分な準備や周囲の理解がさらに必要との判

断

◇Ｈ28年度は新たな委員も加わったことで、再び試行運行へ向けた機運が徐々に高まりつつある状況

◇Ｈ29年度は周辺の自治会にも勉強会への参加を呼びかけ、再度、地域公共交通導入にむけた意向

調査を実施予定

向野地域

◇今すぐは必要ではないが、将来を見据え、不定期で意見交換や情報提供をしていく

地域に合った

公共交通の

検討

公共交通

全般

路線バス

モックルコミュ

ニティバス
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 現状・問題点 課  題 

都市構造、特性 ・鉄道駅を中心に住宅地が広がり、山間部は低密 ・集約型都市構造の実現 

上位関連計画 
・総合計画、都市計画マスタープランとも、目指す都市構造は“集
約連携都市（ネットワーク型コンパクトシティ）” 

・集約連携都市に資する公共交通の構築 

人口・高齢化 

・総人口は平成１２年をピークに減少している一方、高齢者人口
は増加傾向 

・高齢化が急激に進行し、大阪府内でもトップの高齢化率 
・市内でも特に天見小学校区、南花台小学校区で人口が大きく
減少 

・20～30 歳代の転出率が特に多い 

・人口が減少する中での公共交通の維持 

・高齢化に対応した利用しやすい公共交

通の構築 

・利便性の向上（定住率や定住意向の

向上） 

移動状況 

・通勤通学は、市外が多い 
・市外への通勤通学手段は鉄道、車、バスの順で多く、市内は自
家用車、徒歩、自転車の順に多い 

・交通手段のうち、鉄道・バスの分担率は減少傾向で、平成２２
年で鉄道は１５．８％、バスは１．９％ 

・平日よりも休日の外出率が低く、特に高齢者は外出率が低い 
・６４歳未満は休日の方が平日よりも自動車分担率が高い 
・駅へのアクセスはバスの他、自動車も存在している 

・利便性の向上（＝市内外への移動） 

・公共交通分担率の向上 

・高齢者の外出応援 

・外出先や目的の創出（庁内関係

部局との連携） 

公共交通の状況 

・幹線軸となる鉄道駅からバス路線が放射状のネットワークで接続
しており、乗継をすれば市内の主要な所へ行ける 

・公共交通空白不便地域が存在 
・鉄道、バスの利用者数は減少傾向 
・モックルコミュニティバスの利用者数は３～５年前に比べて低い値
に留まっており、休日は平日に比べて利用が少ない 

・モックルコミュニティバスは、一部重複ルートの改善や朝の運行時
間帯、路線バスとの乗継ダイヤの改善等の要望が増えている 

・日野・滝畑コミュニティバスの利用者数は減少傾向が続いたが、こ
こ数年は観光利用増により、改善がみられる 

・日野・滝畑コミュニティバスは生活利用と観光利用によって、ニーズ
が大きく異なる 

・くすまるの利用者数は、地域主体の取組みにより、過去 4 年間の
平均収支率が 75％を超えている 

・乗り継ぎ負担の軽減 

・地域のニーズに応じた移動手段の確保 

・利用者ニーズに対応した改善 

・観光との連携 

・地域主体の取組みのモチベーション維持 

市民意向 

・最新の公共交通の不満足度はＨ２６年度と比較して３６．
７％と減ったものの、満足度は９．０％と低い水準のまま 

・バスに改善を望むことが実現し利便性の高いバスが運行された 
 場合、利用するかの問に約３割が利用すると回答 
・公共交通を不便と感じている人は山間部の地域で多く、ほぼ市
全域で必要と感じられており、改善後の利用意向は山間部地域
で高い。 

・公共交通の必要性を感じる割合は、６０歳以上の年代では６
～７割が必要性を感じている。一方で、２０～５０歳代は４
割台と比べ比較的低い 

・地域のまちづくり活動への参加頻度は約６割の人がほとんどないと
回答、また、活動への参画についても、希望しているのは約２割
程度にとどまる。 

・近所付き合いの程度については、約５割の人が「あいさつ程度の
付き合い」と回答し、一緒に外出をしたり協力し合う関係にあると
回答した人は約１．５割にとどまる。 

・公共交通満足度の向上 

・公共交通への関心を高める 

・利用者ニーズに対応した改善 

・潜在需要の掘り起こし 

・公共交通利用者数の維持確保 

・協働への市民意識の向上 

・地域やまちづくり活動への参加意

向の向上 

市の財政負担 
・市が関係するコミュニティバス等の運行経費は平成２８年には減
少しているものの、平成２１年から２７年にかけて増加傾向 

・適正な財政負担と負担の軽減 

・公共交通利用者数の維持確保 

 
 

 

 

 

 

 

 

基本方針 方針に基づく取組みの方向性 

①まちづくりと連携した公共交通 

ネットワークの構築 

 

・既存ネットワークの維持を基本に、自動車に過度に依存しなくても生活できるよ

う、 鉄道・バス・乗合タクシー等の様々な公共交通サービスの連携 

・結節点での接続性の向上 

・福祉、観光、環境等様々な分野との連携 

・人口減少による公共交通の利用者減少を見据えたネットワークのあり方検討 

②高齢化の進展や市民ニーズに対応

した公共交通の実現 

 

・高齢者が利用しやすい公共交通環境の整備 

・市民ニーズに対応した公共交通サービスの実現 

・運転に不安を感じられる方が安心して免許を返納できる交通環境の整備 

・利用環境向上の取組み推進（乗継ぎの負担感の緩和や分かりやすい 

 公共交通情報の提供） 

③利用者利便と運行効率を考慮し

た、市、地域住民、交通事業者

等の協働による取組みを推進 

・社会全体で支える意識づくりの醸成 

・市民の積極的な参加を促進する働きかけ 

・公共交通の需要喚起 

・地域住民や交通事業者等の関係者との協働や連携を推進するための調整 

◆現状と問題点 ◆評価・現状・問題点を踏まえた計画の基本方針 

高齢化やニーズに関すること 

 ・人口減少の中での公共交通維持 

 ・高齢化に対応した利用しやすい公共交通 

 ・高齢者の外出支援 

 ・乗り継ぎ抵抗の抑制 

 ・地域のニーズに応じた移動手段の確保 

 ・公共交通満足度の向上 

 ・市民ニーズに対応した改善 

 ・潜在需要の掘り起こし 

 

ネットワークの維持・充実に関すること 

 ・集約型都市構造の実現 

 ・集約連携都市に資する公共交通の構築 

 ・市内外へ移動に資する利便性の向上 

 ・外出先や目的の創出（庁内関係部局との連携） 

 ・公共交通分担率の向上 

 ・利便性の向上   ・観光との連携 

市民意識に関すること 

 ・公共交通への関心を高める 

 ・協働への市民意識の向上 

 ・地域やまちづくり活動への参加意向の向上 

 ・地域主体の取組みのモチベーション維持 

財政負担に関すること 

 ・適正な財政負担と負担の軽減 

 ・公共交通利用者数の維持確保 

 ・利用者ニーズ集約（本当に必要 

  なものを効率的、効果的に） 

課題集約 

計画の基本方針等～課題解決に向けて～ 
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河内長野市地域公共交通網形成計画 

に基づく取組み内容について 
（Ｈ27年度～Ｈ29年度） 

 
 

Ｈ29年10月6日 地域公共交通会議 議案（2）3枚目 補足資料 



バスマップの作成・配布 No.1 

Ｈ27年度 総合時刻表作成 Ｈ28年度 バスマップ作成 

バス路線図 

62 

時刻表 

38 運賃 

11 

バスの運行 

・位置情報 

10 乗り方 

4 

特にない 

10 
その他 

4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

バスについて、知りたいと思う情報は何か？（28.11.20アンケートより）  



モデル的な取り組みの他地域への啓発 No.2 

Ｈ27年12月 桐ヶ丘住民による 
「くすまる体験乗車」と「楠ヶ丘地域との意見交換会」の実施 

◆目的：新たな公共交通の導入のための意識醸成 
 
◆効果：①新たな意識の芽生え 
      ②地域自らが、勉強会の継続を希望 



公共交通イベントの実施 No.3 
Ｈ27年度 

交通かんきょう教室開催 
Ｈ28年度 

商工祭：バス乗り方教室 
Ｈ29年度 

市民まつり：公共交通ＰＲ 

国、府、バス事業者、 
鉄道事業者の 
協働による開催 

乗り方教室 
クイズ大会 
制服着用写真撮影会 

国による転倒防止啓発 
バス車両の展示 
タクシー車両の展示 
バスぬりえコーナー 



観光資源と路線バスを活用した取り組みの実施 No.4 
商業施設等との連携 No.5 

バス1日放題ＰＲチラシ（Ｈ27,28作成） 市広報Ｈ29年3月号でのバス特集 

1.00 1.00  

1.20  

1.27  

1.18  

0.9

1

1.1

1.2

1.3

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

モックルカード販売数 
◆ 観光のモデルルートを掲載 
◆ バス1日乗り放題カード 
  利用者へお得な特典を用意 
◆ ＰＲチラシ作成前と比較し 
  カード販売数は増加傾向 



周辺市との連携による効率的、効果的なバス路線構築の可能性検討 No.6 

Ｈ28年度 近隣市のコミバス延伸の協議 Ｈ29年度 本市のバスマップが参考に 

◆近隣市で運行するコミュニティバスを 
  本市の隣接する地域に延伸できないか   
  協議 
◆課題があり実現には至らなかったものの、 
  情報交換できる良い機会となった 

◆本市で作成したバスマップを参考に、 
  近隣市でもバスマップを発行 
◆本市の実績ではないが、近隣市での 
  バスの利用促進に間接的に貢献 

※資料：大阪狭山市ホームページより 
※資料：富田林市ホームページより 



ニーズに即した改善策の検討 No.7 
Ｈ28年2月～7月 庁内検討会議 コミュニティバス乗込み調査 

◆福祉や観光部局との情報共有や、 
  連携を目的に開催（6回） 
◆担当者レベルで利用促進策や交通 
  弱者対策を検討 
◆今年度は2施策について予算化 
 

◆モックルコミュニティバス乗込み調査 
 Ｈ27年度 12/20（日）、1/10（日） 
 

◆日野滝畑コミュニティバス乗込み調査 
 Ｈ28年度 5/17（火）、8/17（水） 
        11/12（土）、2/15（水） 



ＩＣカードの普及促進 No.8 

Ｈ27年3月広報 Ｈ28年10月広報 バスマップ裏面 

ＩＣ

28%

現金

26%

磁気

46%

Ｈ28年7月

ＩＣ

67%

現金

26%

磁気

7%

Ｈ29年7月

◆導入支援と、その後の普及促進 
 
◆広報やホームページ、バスマップ 
  裏面等を活用し普及促進に努めた 
 
◆ＩＣカード利用者数が増加 
 （利便性向上に貢献） 

※データ：南海バス提供 



乗継運賃引き下げの検討 No.9 
乗継負担の軽減 

画像：南海バスホームページより 

モックルカードで
市内全域600円 

◆高松市では市が負担することで 
  電車↔バスの乗継割引を拡充 
◆市営交通では鉄道↔バス間の 
  乗継割引をしているケースが多い 

◆他市事例を参考に今後も引続き検討 
画像：高松市ホームページより 



千代田線における上限200円運賃の試行運行継続と 
他路線への展開を検討 No.10 

Ｈ25年10月26日～千代田線で上限200円継続 

 

三日市町駅 

河内長野駅 

市役所 

図書館 

美加の台駅 

千代田駅 

千代田線 

モックル 
コミュニティバス 

大阪南医療センター 

80

85

90

95

100

105

110

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

利用者数の推移 

モックルコミュニティバス 

千代田線 

※Ｈ24年度を100とした場合 



バスロケーションシステム導入の検討 No.11 
携帯電話等に対応した時刻表、ルート図などの提供を検討 No.12 

Ｈ29年4月1日からの導入支援および普及促進 

◆バスは道路事情の影響をうけやすく、遅延が発生しやすいことが敬遠の一因だった 
◆情報化の進展により、パソコンやスマートフォンでも簡単に情報を確認できるようになった 
◆H28年度に補助金による導入支援を実施、H29年4月1日から運用が開始された 
◆導入後もバス事業者とともに普及促進に努め、アクセス件数も増加している 

160 162 

226 

367 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

4月 5月 6月 7月 

Bus-visionアクセス 

件数の推移（千件） 

※河内長野市公式Facebookより 
※データ：南海バス提供 



深夜バス、路線バスの運行を
検討 No.13,14 

 

ノンステップバス導入の推進 
No.19 

鉄道に合せたダイヤ改正等 新規車両導入時に随時支援 

◆河内長野市ノンステップバス導入 
  補助金交付要綱に基づき、バス事業者 
  へ補助 
 
◆平成25年3月時点で低床化率100％ 
  達成中 
 

◆鉄道のダイヤ改正に合せた見直し 
 ・H28年7月11日 
 ・H29年8月26日 
 
◆深夜バスの運行 



モックルコミュニティバス No.15,16 
車内ＰＲ、市役所・バス停周辺施設・店舗等でのＰＲ 

バス車内や 
公共施設でのＰＲ 

沿線施設でのＰＲ 広告事業所による 
時刻表作成 

毎月の利用者速報 

バス車内の絵画展の告知 本多町バス停の時刻表 

 コミュニティバス時刻表 

 コミュニティバス時刻表 



モックルコミュニティバス No.17,21 
上限200円運賃の本格運行への移行を検討、同伴者割引の拡大検討 

試行の本格運行への移行検討、同伴者割引の平日拡大検討 

29,945  

47,326  
48,402  

46,877  46,885  

50,675  
52,421 

53,728  

56,411  

61,380  61,669  
60,412  

58,326 

55,733 

58,504 

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

・ H14年運行開始 

・ 上限200円運賃試行開始 
 

・ 同伴者割引開始 

・ 千代田線の上限200円運賃試行開始  

  ＆医療センター玄関口まで延伸 

Ｈ25年度 Ｈ26年度 H27年度 H28年度

日曜 5,219 5,281 5,266 5,271

日曜以外 55,193 53,045 50,467 53,233

日曜利用者数の推移（人）

Ｈ26年度 H27年度 H28年度

417 366 434

同伴者割引利用者数（件）



モックルコミュニティバス No.17,21 
上限200円運賃の本格運行への移行を検討、同伴者割引の拡大検討 

試行の本格運行への移行検討、同伴者割引の平日拡大検討 

大変増える 31.6 やや増える 40.1 
どちらとも言えない 

17.1 

あまり増えない 4.3 

増えない 

6.2 

無回答 0.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

誰かと外出した場合の滞在時間（％） 

大変増える 

23.3 
やや増える 49.0 

どちらとも言えない 

19.0 

あまり増えない 

4.3 

増えない 3.7 

無回答 0.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

誰かと外出した場合の消費行動（％） 



日野滝畑コミュニティバス No.18 
沿線観光施設、商業施設等との連携による割引特典等を活用した利用促進 

市ホームページの改良 

 沿線施設イベント情報 



日野滝畑コミュニティバス No.18 
沿線観光施設、商業施設等との連携による割引特典等を活用した利用促進 
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日野・滝畑コミバス乗車人員（人） 

行楽シーズンに
天候不順が続
いたことが影響 

沿線施設の協力を
得て、積極的に 
観光路線をＰＲ 



フリー乗降導入指針の作成 
及びフリー乗降の展開 No.20 

 ※高齢者のバス利用を促進し、輸送人員 

  減少に歯止めをかける方法のひとつとして、 
  フリー乗降制度を検討 

H25年フリー乗降導入に向けた協議の様子 



地域主体の公共交通の運行条件の検討 No.22 
地域に合った公共交通の試行運行を検討 No.23 
Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 

★引続き、勉強会を継続 
★6月号広報で勉強会 
  呼びかけ 

★向野、桐ヶ丘地域で 
  継続して勉強会開催 
★桐ヶ丘地域による 
  「くすまる体験乗車」等 

★桐ヶ丘から周辺自治会   
  へ参加呼びかけ 
★桐ヶ丘と周辺自治会で 
  ニーズ調査予定 



 H14.  7～：既存公共交通とのネットワーク化を図り、市役所や市民交流センター（キックス）、医療施設などへのアクセス性を高め、美加の台駅と大阪南医療センターを結ぶ 

       市負担の乗合バス路線として、モックルコミュニティバスという名称で運行を開始 

 H15.  ７～：経路変更（新町橋バス停追加） 

 H19.  4～：三日市町駅前西側広場完成に伴い乗り入れ開始 

 H22.  4～：上限200円運賃制の試行実施開始 

 H25.10～：日曜日に限定し、利用者1人につき、同伴者1人の運賃を無料にする同伴者サービスを試行実施開始 

モックルコミュニティバスについて 

①区間     美加の台駅前～市役所～大阪南医療センター玄関口（往復10.3km） 

②運行便数   北行き・南行き 各８便 

        （北行き：始発8:44 最終16:44 南行き：始発8:36 最終16:36） 

③停留所数   22停留所（起終点含む） 

④使用車両   小型ノンステップバス3台（定員34人、内座席16席） 

⑤運賃     170円～200円 

⑥所要時間   1便 約４４分 

（１）利用人数が減尐傾向（H28以降は増加）。 

（２）市役所、病院が休みになる日曜日の利用者が尐ない。 

（３）バス車両の老朽化（導入から１５年以上経過。更新の必要性が出てきている）。 

（４）市民や議会などから要望が出ている（以下、主なもの）。  

  ①重複ルートを解消して欲しい（ラブリーホール⇔キックス⇔市役所） 

  ②ダイヤの利便性を高めて欲しい（始発ダイヤを早める。昼間に1本増便する。）。 

  ④団地間に乗り入れて欲しい。 

〇南行き （大阪南医療センター玄関口→美加の台駅） 

発車時間 8:36 9:36 10:36 11:36 13:36 14:36 15:36 16:36 

平日 6 9 11 13 13 10 13 11 

土 5 9 10 8 8 6 9 7 

日・祝 2 6 5 5 7 6 7 7 

〇北行き （美加の台駅→大阪南医療センター玄関口）              

発車時間 8:44 9:44 10:44 11:44 13:44 14:44 15:44 16:44 

平日 19 20 16 14 10 7 7 6 

土 10 14 12 14 8 8 5 4 

日・祝 5 10 11 11 7 6 4 3 

１．これまでの経緯 

２．運行概要 

４．課題 

３－１．現状（1便当たり平均利用者数：便別） 単位：人 

年度 利用者数
（人） 

1便当たり
（人） 

運行経費（円） 運賃収入（円） 収支差（円） 
（運行負担金） 

平成26年度 58,326 10.2 27,352,000 8,740,812 18,611,188 

平成27年度 55,733  9.7 27,591,518 8,366,655 19,224,863 

平成28年度 58,504 10.2 26,975,525 8,672,015 18,303,510 

３－２．現状（過去3年度間の運行実績） 

☆車両の更新  

☆運行内容の充実 

５．今後の取組みの方向性 

資料3 



有効期間 H29.4～H30.3 

河内長野市内(限定) バス１日フリー乗車券 

モックルカード(特典付き) 

この1枚で 

1日中、どこからどこまで、何度でも 

なんと600円で乗り放題!!(市内限定) 

(子どもは300円) 

発売額  おとな600円 こども300円 

有効区間 河内長野市内バス路線全て 

発売場所 バス車内(乗務員にお申し出ください) 

     アンスリー河内長野店（南海・近鉄河内長野駅改札そば） 

     南海バス河内長野営業所（バス停「長野車庫」そば） 

金剛山に行く方にお勧め♪千早赤阪エリアもカバーしたワイドモックルカードも好評発売中!!       

ワイドモックルカードの提示により、金剛山ロープウエイの乗車料金が10％割引となります。 

 発売額  おとな850円 こども430円 

 有効区間 河内長野市＋千早赤阪村内 

 発売場所 アンスリー河内長野店（南海・近鉄河内長野駅改札そば） 

      南海バス河内長野営業所（バス停「長野車庫」そば） 

      
公共交通は「乗らないと残りません」。 

みなさん一人ひとりが少しでも多く公共交通を利用し、未来に残していきましょう! 

 

お問い合わせ 南海バス㈱河内長野営業所 ☎0721-53-9043      発行 河内長野市地域公共交通会議 

裏面にモックルカードの提示で 

もらえる特典を紹介♪ 

仮 

資料４ 



バスの乗り方案内 

 ①乗車時 

 磁気カードを機械に入れてね      ICカードを機械にタッチしてね       整理券を取ってね  

 

 

 

 

 

 

  ②降りる停留所の手前でボタンを押してね 

 

 

 

 

 

 

  ③降車時 

 磁気カードを機械に入れてね     ICカードを機械にタッチしてね   運賃表の整理券番号に表示されている 

                運賃をここに入れてね 

   

 

                                  

   

 

  

  ・モックルカード、ワイドモックルカードは１日中使い放題なので、何度でも使えます（但しエリア内に限る）。 

 ・初めて機械に入れた日が有効日となり、有効日なら１日中使い放題となります。但し、日をまたいで使用するこ 

  とはできません。 

 ・他のバスカードは対象外です。 

 ・特典は各店舗の都合により内容が変更される場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

 

磁気カードの場合 ICカードの場合 現金の場合 

写真 

写真 

写真 



 ①■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑥■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

②■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑦■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

③■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑧■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

④■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑨■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑤■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑩■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

モックルカード、ワイドモックルカードを提示するとお得な特典が満載 



⑪■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑯■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑫■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑰■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑬■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑱■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑭■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑲■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑮■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 

⑳■■■■ 

 特典 ◯◯◯◯ 

 ■開館時間/□：□□～△：△△ 

 ■休館日/年末年始 

 ■住所/◯×△□ 

 ■アクセス/バス停「◇◇◇」すぐ 

 ☎▽▽▽-▽▽▽▽ 
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